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謹賀新年

　新春にあたり、県民の皆様のご多幸をお祈り申しあげます。自民党は従来
から綱領に示すとおり、社会の基本は「自助」であるとして、頑張れる人に頑
張ってもらい、その人たちが社会を前進させる力の源泉とならなければならな
いと考えております。しかし、その一方で何らかのハンディを背負った人たち
に対しては家族やボランティアによる「共助」、さらに足らないところはセーフ
ティネットとして政府や自治体による「公助」が必要であると考えております。
県議会自民党会派は、この「自助」「共助」「公助」を適切に組み合わせること
で県民生活全体を維持、向上させることを目標に、今年も皆様とともに歩ん
でまいります。

ごあいさつ　　　　　　　　　　　　　　　　秋田県議会自由民主党会派 会長　大野忠右エ門

秋田県議会議員

菅原　広二

　東日本大震災、それに伴う津波・原発事
故。ギリシャに端を発した、世界的な財政不
安。昨年は、本当に「激動の1年」でした。
　今、日本は終戦後以来、最大のピンチで
す。まず、「この地域を子々孫々に、永遠に遺
して行きたい！」と念ずる必要があります。そ
のことにより、色々な智慧が働きます。「自分
だけが良ければいい。今が良ければいい。
お金だけが全てだ。」と言う、私利私欲で短
期的な考えでなく、客観的で長期的な考え

が必要と思います。この人を思いやる文化
が、男鹿には遺されております。
　表紙の写真は、現代の日本が失いつつあ
る「里山の文化」のある集落です。（私は「ナ
マハゲの文化」と呼んでいます）
　この大変な時代に、「遥か彼方の微かな
灯りを見つめて」、皆で力を合わせて前を向
いて歩きましょう。「一人の100歩より、100人
の1歩」です。
　私も60歳の年になっても、「汗と恥、かけ
ばかくほど磨かれる」の気持ちで頑張ってい
ます。この人類が初体験の激動の時代を逞
しく生きたいものです。

自由民主党　男鹿市第二支部

〒010-0342　男鹿市脇本脇本字前野1-1
電話 0185-22-2225

“繋ぐ”
人と人、市と県と国
そして子どもを未来へ 菅原広二 主な活動報告

秋田県議会議員

 産業労働委員会…企業倒産件数の減少と失業者数の減少がはかられました。
● 7月20～22日 県北視察…数社の企業を訪問しました。特に、「DOWA」の携帯電話などから金など
を取り出す高い製錬技術、「十和田ソラー」の「災害がなく、人の質が良いので鹿角に工場を創った」
などの話に感心しました。 
● 8月23～26日 北海道視察…観光産業を視察しました。特に、GAOに嫁いできた白熊の「クルミ
ちゃん」がいた釧路動物園、GIOパークで世界登録の壮瞥町は印象的でした。 
● 10月19～21日 男鹿・能代視察…男鹿市の豊富な観光資源に、県会議員の皆さんが関心を持っ
てくれました。市・商工会・観光協会などが、尚一層一体となって観光に取り組む必要性を感じま
した。 釧路動物園《環境をテーマにした「白熊サミット」を

やりたいものです》

釜石市役所《釜石東中校長等から説明を受ける》

「日本丸」の歓迎式。男鹿市長・訓練生。「パシフィッ
クビーナス」、「飛鳥Ⅱ」、北前船「みちのく丸」など
素晴らしかった。 

県への陳情。男鹿市長・地域代表と何回か、県庁
に色んな陳情に伺いました。地域の人達の「私が生
きているうちに完成して欲しい！」との熱心な話
に感動しました。

メロンマラソン連続9回出場
いつも、地域の人たちの
思いやり・優しさを感じます 

 防災調査特別委員会…「避難・備蓄・情報伝達」を基本に掲げております。
 県内の市町村にも「自主防災組織」の結成など、良い影響を与えております。 

● 9月26日 岩手県被災地視察…釜石市で全員が助かった、釜石東中校長から「想定外に対応する
防災教育の話」。遠野市の「被災時の国・県の対応は遅い。近隣・遠隔地の自治体との防災協定
の必要性」、「陸前高田市のボランティア団体の被災訓練の必要性」など参考になることが多くあり
ました。 
● 10月25・26日  北陸視察…美浜原発の危機管理体制の凄さ。金沢市役所の「住民への防災教
育」を年間100回も行っておる事に感心しました。 
● 11月3～5日 奥尻島視察…日本海側のこの地域で、津波が3分程で到達したこと。また、20mも
遡上し、10mもの電線に海藻がつり下がっていた地域があったことに驚きました。

● 7月13日 農林水産委員会…秋田プライウッド男鹿工場・県水産振興センターを視察しました。
合板工場の大きさに驚き、フグ・ヒラメの稚魚の可愛さに癒されました。 
● 7月12日 総務企画委員会…日本海中部地震の被災体験を市民・行政の方達からお聞きし意見
交換を行いました。加茂青砂などの生 し々い体験に驚きました。 
● 8月30日 教育公安委員会…男鹿海洋高校を視察しました。「生徒が明るく・挨拶も良い」と褒め
られ、私も嬉しく思いました。 

「船川港築港100年事業」、「男鹿駅伝」、「日本海メロンマラソン」、「B－1グランプリ東北・全国大会」「首都圏男
鹿の会」「土木遺産シンポジュウム」「男鹿しょっつるやきそば・OGAロックフェステバル・水産加工業者」などの
各種団体との意見交換会、各地域敬老会、小中学校運動会・学習発表会など数多くの会に参加させて頂きました。
皆さんの郷土を想う気持ち、真剣さに感動しました。 

その他の委員会が男鹿を視察に訪問してくれました。
地元の議員として、参加させて頂きました。 

男鹿市の行事

「前を向いて歩こう！！」

男鹿市北浦「安全寺集落」
菅原広二撮影（「なまはげ大橋」より）


